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1.はじめに
　本研究の目的は、総合文化学科の海外研修科目で
ある「アジア文化演習」を通じて、学生の異文化理
解に関する考察を行なうことである1）。「アジア文
化演習」2）では、中国と韓国を夏休みに約一週間訪
問する。松江キャンパスおいては、三学科共通で、
夏休み中に、アメリカのセントラルワシントン大学
で「海外語学研修（サマー・プログラム）」が20年
以上にわたり、実施されている3）。筆者は、2年に
一度開講される「アジア文化演習」を、総合文化学
科教員である鹿野一厚教授と共同で4回担当し、現
地への引率もしてきた4）。「アジア文化演習」は、
2008年に第一回が開講され、その後2010年、2012
年、2014年、2016年とこれまで5回開講されてい
る。筆者が担当したのは、このうち2012年度から
2016年度である。
　一週間の短い海外研修ではあるが、この研修で海
外に初めて行く学生も多く、学生にとっては座学
を離れて、「異文化」に触れ、それについて考える
一つの機会となっている5）。本稿では、2014年度と
2016年度の研修を中心として、異文化に対する学生
の反応、学生がどのように文化の違いを理解して受
け入れたか、その経験を通じて何を考えたのか、志
望理由書、レポート、授業後のアンケートなどの資
料6）と現地での反応をもとに記述・分析する。
　さらに、授業担当者の視点から、異文化理解と多
文化共生についての考察を行なう。
2.アジア文化演習とは
1）授業の概要
　この科目で中心となるのは中国で、米子空港から
出発し、韓国（仁川）を経由して中国（北京）を訪
問する。経由地となる韓国では、行きに仁川、帰り
にソウルで1泊ずつ宿泊し、中国では、北京に5泊
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する。韓国は経由地であるため、長時間の滞在はで
きないものの、一つの海外研修科目で、二か国を訪
れることができることは、学生に喜ばれているよう
だ7）。
　平成28年度の授業計画書にある「アジア文化演
習」の授業概要には、北京とソウルを拠点にして、
それぞれの国の最先端の事情に触れること、世界遺
産を見学すること、さらに下町や市場にまで足を伸
ばし、その国に息づいている伝統文化を体験するこ
と、と書かれている。
　演習の全体を通しての目的は2つで、異文化体験
によって国際理解を深めること、見知らぬ土地に身
を置いて、自己表現力やコミュニケーション能力を
磨くこと、である。
　本科目では、異文化体験が大きなキーワードと
なっている。現地での見学だけではなく、生活に触
れるという観点から、市内の見学については、地下
鉄、バスなどの公共交通手段も積極的に活用してい
る。現地の学校での語学研修などはないため、中国
語や韓国語を履修していない学生でも受講は可能で
ある。受講者数は、1年生と2年生をあわせて、
2008年度12人、2010年度15人、2012年度19人、2014
年度18人、2016年度15人であった。
2）日程と研修内容
　訪問先や研修内容は、年によって若干の違いがあ
り、順番なども変更になっている。2016年度実施の
研修内容は以下の通りであった。
8/19：米子空港→仁川空港移動、仁川市場見学
8/20：仁川空港→北京空港移動、ホテル周辺散策
8/21：天安門広場と故宮博物院見学、京劇鑑賞
8/22：胡同（下町）めぐり、四合院住宅訪問と餃
子作り体験、雑技鑑賞
8/23：芸術村（798芸術区）見学、北京大学と北
京動物園見学
8/24：万里の長城（八達嶺長城）見学、王府井散
策
8/25：北京空港→仁川空港移動、明洞散策
8/26：仁川空港→米子空港移動
仁川の市場見学
3）事前学習と事後学習
　事前学習の回数や時期は、年度によって異なる
が、2016年は以下のようであった。
第1回6/21：顔合わせ（自己紹介・志望理由）、
研修のしおり用写真撮影
第2回6/27：旅行会社による説明①
第3回7/4：課題の説明、部屋・チーム・係決定
第4回7/26：旅行会社による説明②、中国語講座
①
第5回8/9：事前学習課題提出、口頭発表、渡航
前の注意点、中国語講座②
　4回目と5回目の事前学習で行なった中国語講座
は、2016年から導入した。これは、2014年度後のア
ンケートに、挨拶や旅に必要な表現だけでも勉強・
復習して行きたかったと複数の学生が書いていたた
めである。本学の中国語非常勤講師である高侠先生
に、講師をお願いした。挨拶、買い物、食事など、
場面ごとに必要な実用的なフレーズをまとめてくだ
さったテキストをもとに、学習した。
　事前学習課題は、演習で訪れる場所を学生に割り
振り、事前にその場所について調べて資料を作成・
配布し、全員の前で口頭発表するという形で行われ
た。学生の視点で興味のあることを中心に調べ、い
わば短大生版の資料を作成する。
　事後学習については、2016年度は、8月30日に
事後学習を実施している。事後学習の内容は、「中
国・韓国を旅して：私の異文化体験」という題で、
パワーポイントを使った口頭発表であり、授業担当
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者がコメントする。このタイトルはレポート課題と
も同じになっており、レポートの題材を口頭発表
し、一緒に行った学生は自分の経験を比較しながら
それを聞く。
　レポートは、「中国・韓国を旅して：私の異文化
体験」の題で、分量は2000字以上で、9月5日が締
め切りであった。これまでの研修では、事後学習や
レポート課題締切については、後期授業の開始直前
の9月末であったが、2016年度は、記憶が鮮明なう
ちに書いた方がよいということで、早めの設定とし
た。
3.志望理由書に見る参加のきっかけ
　まずは、履修学生の志望理由書に焦点をあて、ど
のような理由で履修を志望したかを分析する。志望
理由書は、2012年度から導入となり、履修を希望す
る学生がA4用紙一枚にまとめ、履修前に担当教員
に提出する8）。志望理由書を例に記述内容を分析す
ると、いくつかのキーワードが浮かびあがってくる。
　なお、本稿で紹介する学生の記述内容について
は、抜粋であり、原文の内容を変えないようにしな
がら、まとめたものである。
1）第二外国語の履修と海外渡航歴について
　予想がつきやすい理由であるが、第二外国語とし
て、中国語または韓国語を履修しているため、それ
を現地で使ってみたい、どのくらい通じるかを試し
てみたいと記述する学生は多い。本学総合文化学科
では、第二外国語の選択科目として、1年生向けに
中国語、2年生向けに韓国語が選択科目として開講
されている。1年生の受講者も、中国語を前期に履
修してから、演習に参加することができる。
　また、中国語初学者や中国語未履修の学生の中に
は、最低限、挨拶や買い物に必要な会話だけでも言
えるようにして、現地の人とコミュニケーションを
とってみたいと書いている人もいる。また、語学の
授業の中で学んだマナー、食文化、お茶文化、最近
の国事情も自分の目で確かめたいという記述も見ら
れる。
北京の中国茶専門店
　海外渡航歴について記述しているものも、第二外
国語についてと同様に多い。
　「海外へ行った経験がまだないため、これをきっ
かけに日本以外の国について、見聞を深めたいと思
う。異文化理解につながり、様々な事に生かせると
考える。」
　「日本からまだ出たことがなく、観光学について
学ぶ中で、実際に観光を体験しないのはよくないと
感じた。一人で動くのはハードルが高いため、この
機会を生かしたい。」
　「高校時代からアジアの国にいきたかったが、一
人で行くのは不安で、費用の面からも、この授業な
ら安心して自分が見たいものを見て、経験したこと
ができると考えた。」
　このように、海外渡航歴がない学生が、一人では
行きにくいが、研修で短大の仲間と一緒に行ける
ため、参加を希望することも多い。「アジア文化演
習」を受講した後、学生同士で海外へ出かけたとい
う話を複数の学生から聞くなど、この授業が海外へ
の扉を開く、一つのきっかけとなっている面もある。
　また、短期大学部一年次にアメリカでの海外語学
研修に参加した学生や、高校時代に韓国をはじめ、
海外へ行った経験があり、もう一度行ってみたいた
め、参加を希望したと書く学生もいる。こうした学
生は、そのときに十分に現地の人とコミュニケー
ションをとれなかったなど、反省を踏まえて、さら
に発展したものにしたいという記述をしている。
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2）メディアで作られたイメージと訪問国への関心
　訪問する中国や韓国について、メディアの報道に
対して疑問を感じ、自分の目で確かめたいという記
述も少なくない。竹島問題、尖閣諸島問題とメディ
アの報道が多かった時期には、実際はどうなのかを
知りたいと書いた学生が多かったのも特徴的である。
　「中国はイメージ通りの国か、自分で見てみた
い。中国に対しては、あまり良い印象をもっていな
いが、出会ってもいないのにもったいないと考えて
おり、そのイメージを変えるためにも現地の人と交
流してみたい。」
　「メディアの取りあげ方は、中国・韓国の悪い印
象ばかりが見えて、日本を嫌っているように感じら
れるが、どうなのか疑問を持っていた。訪日観光客
の報道で、中国・韓国の方が日本の文化に触れるの
を見て、日本のことを嫌っているわけではないと感
じた。文化を学び、体験することは、お互いの国を
知り、理解する手段であると考えた。自分も文化を
学び、国際理解を深めたい。」
　このように、メディアなどを通じて、自分の中で
作られたイメージがあり、現地を訪れることで、そ
れを変化させたいという学生がいる。また、一方で
韓国や中国にもとから関心があって受講を志望し
た、と書く学生たちも当然のことながらいる。
　「韓国ドラマを通じて、食文化や生活用品の好み
など、異文化を知ることができたため、実際に自分
で経験してみたいと考える。さらに韓国語の授業を
履修し、文化の違いを知った。」
　「高校時代から、韓国や中国の音楽やドラマが好
きで、言葉に加えて食べ物、家族、家、風習などの
違いに驚いたり、疑問を感じたりしたため。」
　「高校時代、世界史、中でも東洋史、中国の歴史
に興味を持っていた。」
　このように、訪問する国に広く関心を持ってきた
学生もいる。また、家族など身近な人が中国や韓国
を訪れており、その話を聞いたことが関心を持った
きっかけとなったという記述も見られる。
3）自分を変えて成長したい
　受講希望者の中には、視野を広げる、自分を変え
る、異文化の中で自分を成長させるという理由を挙
げる学生も多い。
　「固定観念が強くなかなか考えを変えられない自
分が、違う環境の人との違いについて、身をもって
体験することで、自分を成長させたいと考える。自
分を変えるためにもたくさんの人と話したい。」
　「語学力に不安はあるが、積極的に自分から動く
ことで、コミュニケーション能力を向上させたい。」
　「日本に近い国々の文化に触れ、さらに韓国・中
国でコミュニケーションをとり、現地の雰囲気や環
境に触れたい。世界にいろいろな考え方・価値観が
あることを知れば、人の意見に耳を傾ける姿勢も自
然と身につき、自分から伝えたいことを表現する力
も身に付くと考えたため。」
　このように、海外へ行くことで違う環境の中に自
分を置き、刺激を受けて自分も変化したいと書く学
生もいる。
4.研修後のアンケート分析
　2014年度と2016年度は、事後学習の際に受講生ア
ンケートを実施している9）。海外研修全体の中での
良かったプログラム内容を、3つ順位別に選ぶよう
になっている質問項目について、上位のものとその
背景を分析する。事後学習での受講生へのアンケー
トについて、2014年度の回答者は18人、2016年度の
回答者は15人10）であった。
　2014年度は、順位ごとの合計から見ると、第1位
が万里の長城と北京芸術村の6人ずつで同数、第2
位は雑技3人と王府井散策3人が同数、第3位に胡
同（下町）めぐり4人となっている。1位から3位
までの合計数で見ると、第1位は万里の長城と芸術
村がそれぞれ9人ずつで同数、第2位は胡同めぐり
で7人、第3位は王府井と天安門広場と故宮博物院
の見学が5人ずつで、同数となっている。
　2016年度は、第1位が万里の長城6人、第2位は
万里の長城5人と雑技5人が同数、第3位は雑技3
人と北京大学3人が同数となっている。1位から3
位までの合計数で見ると、第1位が万里の長城13
人、第2位が雑技で11人、第3位が天安門広場・故
宮博物院の見学で8人となっている。
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万里の長城（八達嶺長城）
　このように、2014年度、2016年度ともに、万里の
長城が最も高い評価を得ていることが分かる。これ
を裏付けるように、事後報告会やレポートでも万里
の長城を取り上げる学生は多かった。万里の長城
は、学生の口頭発表やレポートなどから、実際に登
ることで、予想以上に坂が急であるのを体感できた
こと、壮大な景色を目にすることができたこと、
登った達成感を得られることなどが、背景にあると
考えられる。
　もう一つ考えられる要因は、万里の長城を登って
いるときに生まれる交流である。万里の長城は各々
のペースで、数人ずつばらばらになって登る。その
ため、学生同士が話をしながら歩いたり、そこで出
会った人々との交流も生まれる。例えば、2014年度
には、途中でアメリカからの旅行者一家と仲良くな
り、一緒に記念撮影をする学生の姿も見られた。
　また、階段が怖くて足がすくんでいたところ、近
くにいた中国人女性が助けてくれて、一緒に歩いて
くれたエピソードをレポートに書いた学生もいた。
また、体調を崩してしまった西洋系の旅行者を、周
囲にいた中国の人々がみんなで気遣っている姿を見
たということから、中国の人に対する印象が変わっ
たと、複数の学生がレポートに記述している。志望
理由で書いていた訪問前に持っていたイメージを変
えること、コミュニケーションをとる経験に、万里
の長城がつながっていることも分かる。
故宮博物院
　その他、2014年度と2016年度に共通して評価が高
かったのは、天安門広場と故宮博物院の見学であ
る。万里の長城と故宮と2つの世界遺産を見るのが
楽しみ、と志望理由書に書いていた学生もいる。万
里の長城とも共通するが、ここでも自分で歩くこと
で、広さと壮大さを体感できる。故宮博物院では、
現地ガイドの解説を聞きながら建物を見学する。そ
のため、それぞれの建物、飾りとしてつけられてい
る動物の像や飾りの数など、その意味を知ること
で、さらに興味がわくようである。事後学習の口頭
発表やレポートでも、2016年度は故宮での見学を生
かして、日本との比較を交え、文化の共通性と違い
について考察しているものがみられた。
　2016年度は、雑技の評価も高かった。これは言葉
が分からなくても見て楽しむことができること、生
で見ることによる感動等が、背景にあるのではない
かと考えられる。また、衣装や劇場の照明もこって
おり、技に加えて、強い印象を与える。芸術村や王
府井等とは異なり、事前準備がなくても、誰でも楽
しみやすいことも、人気の背景にはあると考えられ
る11）。
　その他、2014年度で評価の高かったプログラムに
ついて見ると、芸術村の評価が、万里の長城と同数
で1位となっていたが、これは事前の準備が関係し
ていると考えられる。この年の事前課題で芸術村を
担当した学生は、最初はそれほどでもなかったそう
だが、調べる過程で非常に興味がわいて、芸術村が
楽しみになったという。他の学生も、この学生の発
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表を聞いて、やはり興味がなかった訪問先だった
が、行くのが楽しみになったと語っていた。行く前
に下調べをし、自由行動の際に行きたい場所が決
まっていたことが、行った後の評価の高さにつな
がったと考えられる。さらに他の学生も巻き込む形
で、その関心が広まったという点も重要である。
　さらに2014年度は、このほかに胡同（下町）めぐ
り、王府井散策の評価が高かった。胡同めぐりは、
生活に根差した場を自分の足で歩けたことに、興味
を持ったのではないだろうか。また、日本では乗れ
ない中国式の輪タクに初めて乗って眺めを楽しめた
こと、中国の民家を見学させていただく体験、住民
の方の話を聞いて一緒に餃子を作る体験をしたこと
など、交流やコミュニケーションを目的に参加した
学生にとっては、満足できる内容であったと考えら
れる。
胡同の民家での餃子作り
　また、2014年度に人気が高かった王府井は、一角
に屋台街があり、サソリ、タツノオトシゴ、ヒトデ
の串揚げ、ココナツの実にストローを指したココナ
ツジュース、サンザシの飴がけなど、日本では見か
けることが少ない食品が、豊富に売られている。サ
ソリなどを食べるのに挑戦した学生にとっては、印
象に残る場所のはずである。
　また、多くの店が集まる地区であるために、自分
の関心に合わせて動くことができたことも評価につ
ながったのではないかと考えられる。王府井で買っ
て帰りたいと思っていた食材（クコの実、ヒマワリ
の種）やお茶、その他自分が探していたものを見つ
けられて満足したと話す学生も多かった。ここも芸
術村と同様に、自分の興味のあることや、したいこ
となど、テーマを持って歩く方が、楽しみやすい場
所であるという特徴がある。
王府井の屋台
5.異文化理解に関するレポートの分析
　演習に参加した学生のレポートからは、大きく分
けて3つの傾向があると考えられる。個人差も大き
いため、一概にいうことは難しい面がある。しかし
ながら、レポートと他の提出書類と口頭発表も考慮
し、1）自ら経験することの重要性の再認識、2）
カルチャーショックと慣れ、3）異文化を通じて自
分自身に目を向けること、に分類した。
1）自ら経験することの重要性の再認識
　簡単に海外の情報にアクセスすることができる時
代だからこそ、逆に自分自身で確かめてみたいな
ど、体験することの重要性を、志望動機に書く学生
は多い。また、レポートの中でも、自分で体験した
からこその発見があり、自分で体験することの重要
性を再認識したとする指摘は多い。
　レポートの中で目立つのは、当然のことではある
が、そこで出会った人とのエピソードに基づいて語
られるものである。なかでも、演習がはじまった最
初の頃に、その国に対するイメージが、プラスのイ
メージにつながる体験をしたというものが多い。
　例えば、最初に訪れる韓国の市場で、店員の人々
に親切にしてもらったり一緒に写真を撮ったこと、
韓国のホテルでカードキーをかざして動かすエレ
塩谷もも：海外研修を通じた異文化理解・多文化共生に関する考察―「アジア文化演習」を通じて― －185－
ベーターの操作に戸惑っていた際、近くにいた人が
お手本を見せて助けてくれたなど、こうした事を経
験したことによって、渡航前の不安な気持ちが薄ら
いだと書く。
　韓国の食堂店員の接客に好感を持ったエピソード
を書いた学生は、個人が抱く国に対する印象は、こ
のような些細なことで決定されていると実感した。
他者から聞く印象や評価を信用しすぎるのも、いけ
ないのだろうか、とまとめている。また、別の学生
は、韓国では、メディア情報からは反日感情をほと
んどの人が強く抱いていると思ったが、日本語を話
せる人も多く、おまけしてくれたり、優しい人が数
多くいた。人の性格を国で決めつけるのは、自分の
視野をせばめ、その人を知ろうという意識がうすれ
ていくことに、日本を離れて初めて実感した、と書
いている。
　このつながりで記述すれば、映像や画像などには
簡単に触れることができる時代だからこそ、生でな
にかを見ることや、体験を重視するという傾向は、
他の異文化に関する科目においても、共通するよう
に思われる。例えば、講義科目の中で、数年前の学
生は、映像や写真などの教材に、興味を示すことが
多かった。しかし、近年は授業内のこうした教材に
対する関心は、低くなっていると感じられる。その
一方で、布や工芸品など、授業内で回覧する資料の
方に、より関心が強まる傾向が見受けられる。ス
マートフォンの普及等で、視覚にうったえる情報は
いくらでも自分で得られる。その中で、実物を目に
すること、布や工芸品を実際に触って、触感や重
さ、においなどを確かめることに、逆に関心を持つ
のかもしれない。
　レポートでも、クラクションの音、食べ物や街の
におい、味など、視覚以外のことについて言及され
ているものが多く、自分の五感を使って体験するこ
との重要性を再認識していることが、あらわれてい
るように思われる。
2）カルチャーショックと慣れ
　前述のように、ときに偏った報道をするメディア
に対して疑問を持つと同時に、自分の中でのイメー
ジや思い込みを、自分が体験することで変えていき
たいと考えて参加する学生は、異文化を受け入れ
ようとする姿勢をもっていると考えられる。しか
し、実際に参加してみると、当然のことながらカル
チャーショックを受ける。
　カルチャーショックの中で、具体例としてレポー
ト内でよく挙げられていたのは、トイレ、交通事
情、接客の3つである。トイレについては、予備知
識として、個室のドアがないものがあること、トイ
レットペーパーがない場合があることなどは、事前
に知っていることが多い。実際には、ドアのないト
イレについては、下町訪問や市場などで目にする機
会はあるものの、学生が使用することはない。その
ため、これは目にして受ける、カルチャーショック
と言える。トイレットペーパーについては事前学習
でも説明し、ティッシュペーパーの持参をすすめて
いる。さらに、到着後、現地ガイドからも、紙をト
イレに流さずに、ゴミ箱に捨てるという説明がなさ
れる。
　このように知識としてはもっているものの、実際
に使う際になると抵抗感が出る。しかし、これも慣
れの問題で、最初は紙を流さないことに抵抗感が
あったが次第に慣れた、時間が経つほどに大丈夫に
なったとする記述がみられる。また、トイレはトイ
レットペーパーの捨て方の違いだけで、手を洗う場
所もあって水も流せたため、そこまでの抵抗感はな
かった、あるいは中国のトイレで紙が流せない、紙
が備わっていないのも、日が経つにつれて慣れ、こ
の国の文化・あり方と思える瞬間が増えていった、
と書く学生もいる。
　交通事情については、クラクションが、絶えず鳴
り響いていること、交通ルールの違い、交通量が多
く、横断も危険をともなうことなどから、怖さを感
じる学生が目立つ。しかし、これも最初はショック
であるが、次第に慣れて大丈夫になったと学生は書
いている。例えば、ある学生はレポートの中で、交
通事情については慣れて、当たりだと思うようにし
た結果、嫌ではなくなった。これは、自分の中で受
け入れたという証なのでは、と書いている。
　接客については、食堂や買い物と滞在中に多く接
する機会があるため、観察・考察の対象になりやす
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く、また、自らの接客業のアルバイト経験と比較し
ながら、レポートにまとめていた学生が複数いた。
北京の食堂での昼食
　ある学生は、中国のかき氷の店で注文した際、な
かなか通じず、翻訳アプリや英語を活用したもの
の、相手の店員がイライラして怒っていた経験をも
とにレポートで考えている。この学生は、バイトで
接客業をしており、「お客様は何があっても絶対正
しい」と教えられてきたため、衝撃的な体験だった
という。しかし、他のところでも、接客は淡々とし
ており、逆に誰も不快にしないのではと思い、慣れ
ると何も感じなくなる。日本は接客を重要視するた
め、クレームもくる。また、マニュアルを接客の際
に日本では求めており、それに頼らず今後は臨機応
変な接客をしたいと考えた、とまとめている。
　また、接客については、飲食店アルバイトの経験
から興味があり、観察していた、と書く学生は他に
もいた。飲食店はてきぱきしており、市場では携帯
いじりなどもあったが、そのくらいの方がよいので
はと感じた。日本は作り笑顔の接客で、どちらが良
い悪いではないが、自然体の方が接客する側も楽し
いのでは、とこちらも肯定的な意見を述べている。
　また、逆の視点で日本をとらえ、日本は海外の人
から見れば、決まりやルールが多くて堅苦しいと感
じる人もいるのではないかと感じた。今回感じたこ
とは、実際に行ってみないと分からない事が多かっ
たため、良い経験になった、とまとめる学生もいる。
このように、異文化の中で違和感を抱く対象はさま
ざまであるが、最初はカルチャーショックを受けて
違和感があったが、慣れて平気になったなど、時間
と共に自分の中で解消できたという記述が多い。も
ちろん、すべてのことが受け入れられる訳ではない
が、このように最初に違和感を抱いたものに折り合
いをつけたり、克服できたりしたことは、自信にも
つながっているようだ。
　ある学生は、こう書いている。実際に中国を訪れ
てみて、やはり混乱することもあり、理解できるこ
ともあったができないこともあった。しかし、無理
に理解しようとせず、すんなり飲み込んでしまった
ほうが、楽だと思った。よその文化に入り込んで、
批判する方がよほどありえないこと、とレポートを
締めくくっている。別の学生は、異文化との出会い
に真摯に向き合っていると、必ず楽しさを感じるこ
とができると信じ、それ貫くことができた。不快に
思うこと等、負の感情は生まれなかった。違いを発
見した際に、どのように自分を柔軟に対応させてい
くか、その過程を楽しむと異文化との出会いが心か
ら楽しみになることを経験できた、とまとめている。
しかし、少数ではあるが、過去3回引率を担当した
演習のなかでは、異文化を拒否することから脱する
ことができないまま、帰国の日を迎えてしまった受
講生も残念ながらいたことを付け加える。
3）異文化を通じて自分自身に目を向けること
　上記のカルチャーショックを含め、演習での異文
化経験は、逆に自分や自分をとりまく文化に目を向
ける機会となったとする記述も多い。レポートの
テーマが異文化体験となっていることもあるが、日
常の何気ない出来事のなかで、考えたことが書かれ
ているのも特徴である。自分とは異なる文化に触れ
ることで、例えば積極性の違い、相手に伝えること
の重要性、コミュニケーションの取り方など、自国
の文化や自分自身の傾向を再認識し、それをもとに
考えをまとめている。
　例えば、2016年度のレポートでは、列に並ぶこと
に言及したものが多かった。中国での訪問先、トイ
レ、ホテルで朝食時にレストランへ入るとき等、
様々なところで列に並ぶ機会はあるのだが、横入り
をされてしまって、自分が抜かされていくという経
験をした学生も多い。そこから、考えたことを次の
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ように書いた学生もいる。
　ある学生は、トイレの順番で、次々に抜かされて
いった。自分の意見を主張し、行動しないといけな
いことを学んだ。中国では自分を主張しないと相手
に押し切られてしまうため、自分の中にためこん
で、イライラし、強いストレスを感じた。これから
は、日本でも自分の意見を主張することを心掛けた
い。その心がけが、相手と対等な立場で接する一つ
の方法だと学んだ、と書いている。
　また、別の学生は、自文化中心主義にならぬよう
気を付けていたが、頭では分かっていても、受け入
れにくい文化も多々あったが、海外だからこそ感じ
られたことだった。違いを楽しむことこそ海外へ行
く意味だと考えた。海外では自己主張や積極性が必
要であるため、そうした力を身につけられた。コ
ミュニケーションをとるために言葉の重要性にも気
づき、引き続き外国語も学びたい、と前向きに語っ
ている。
　その他、初めはおどおどしていたが、韓国・中国
ではっきり話したり、質問や挨拶もできるように
なった。他のメンバーとも最初は自分から壁を作っ
ていたが、自分の意見を言うことが少しずつできる
ようになってきた。また、先輩とも少しずつ話すこ
とができて、コミュニケーションの大切さを改めて
実感した、などわずか一週間という短期間である
が、自分が徐々に変われた、とする学生もいる。
　このように、単なる文化の違いで片づけずに、自
己主張、積極性、コミュニケーション力など、自分
自身に不足していたと思われる力に気づき、改善や
向上を図りたいとまとめる学生が多いことも特徴と
して挙げられる。
6.おわりに
　本稿では、学生の声を中心とした分析をしてきた
が、「アジア文化演習」の担当をしてきて、気づい
た点を付け加え、さらに異文化理解から多文化共生
について考えてみたい。これまでの引率の中で、特
に印象に残っているのは、学生の予想外の事態に対
する反応である。これは、特に食事の機会に、よく
感じたことである。この研修では、現地の人々の生
活を感じるため、あえて現地の人々が利用する小さ
な食堂を利用することが多く、事前予約もなしで訪
れる店がほとんどである。
　そのため、前回の研修を頼りに訪れてみると、店
がなくなっていたり、別の店になっているという事
態は頻繁におこる。その場で、現地ガイドに相談し
て別の店を探すのだが、予定していたことがその通
りにならないという事態に、学生はストレスを感じ
るようだ。たまたまこのケースが多かった2014年の
研修では、実施後のアンケートに店の有無を事前に
チェックしてほしいという学生からの要望が複数見
られた。しかし、引率側から見ると、予定していた
店がなくなっており、代わりに入った店が郷土料理
の店で珍しい料理が食べられたり、マイナス面ばか
りではなかったように思われる。しかし、予定通り
に物事が進むのが当たり前だと考えていると、肯定
的にとらえること、受け入れることが難しいようで
ある。予定していた店に入れなかったという、それ
ほど深刻とは思えない予定の変更について、この反
応が返ってくるのは、なぜだろうか。
　前述のように、中国や韓国の接客を見て日本と比
べ、中国や韓国の自由さを肯定的にとらえる学生た
ちがいたが、その中に逆に自分が常にマニュアルを
求めていることに気付いた、と書いている学生がい
たのが印象的であった。旅にしてもそれ以外にして
も、マニュアルや決まったことに忠実であること、
出来るだけ予定通りに進むこと、極力無駄を省くこ
とが良しとされる風潮が反映されていると思うの
は、考えすぎだろうか。
　最後に、多文化共生に向けて、記述することで本
稿を締めくくりたい。日本ではここ10年ほどで、
「多文化共生」という語が普及してきた。学校、地
域社会、様々な場で、他の文化を持つ人びとと接触
する機会は急増しており、「多文化共生」について
考えざるを得ない状況が生まれている。言葉の問題
を克服するための学校での学生への補助、日本語教
室の開催、外国語での情報提供など、日本でも少し
ずつ環境は改善してきてはいる。しかし、様々な課
題を抱えているのが現状である（加賀美2013、長谷
部他2016）。
－188－ 島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第56号（2017年）
　この演習の成果を、そのまますぐに多文化共生に
まで広げることは難しい。しかし、志望理由書やレ
ポートの中では、まずは周囲の人に情報発信をした
い、と書いている学生もいた。例えば、中国のイ
メージを良くするために、身近な人から研修で学ん
だことを伝えていきたい、SNSで発信するなど、研
修に参加していない人にも伝えることで、間違った
イメージを持っている人がいればそれを正しいイ
メージに変え、良好な関係が両国と築けるように少
しでも、貢献したい、などの意見である。また、帰
国後に周囲の友人に海外での経験について話をして
みたが、うまく伝わらなかったと書いている学生も
いた。このように、すぐに成果がでるわけではない
かもしれないが、身近なところから、何かを変えよ
うとする意識こそが大切なのだと思われる。実際、
この研修の志望理由書の中では、身内や身近な人か
ら、中国や韓国について聞いたことがきっかけとし
ている学生もおり、周囲の人からの情報が、意外に
影響を及ぼしている面もあることが分かる。
　さらに、韓国、中国で親切にしてされた経験か
ら、日本や島根を訪れる海外の人など、困っている
海外の人々を助けるという気持ちをもって生活する
事の大切さを、自分が外国人になることで再認識で
きたとまとめた学生もいる。自分が外国人、あるい
はマイノリティの立場を経験するということも、学
生の想像力や考えを深めるのに役立つようだ。別の
学生も、今回の演習が初めての海外で、米子から仁
川空港に着いた際に、周りから見たら自分たちの方
が異なるのだという少数の立場を初めて感じて、不
安になった。しかし、いつもと反対の立場を経験で
きたのは良い経験になったと思う、と綴っている。
　自分がその立場になってみなければ分からない、
想像しにくいことは多い。自分が海外で、外国人と
いうマイノリティの立場に立つことで、日本で逆の
立場の人々の視点を想像してみること、こうした想
像力をふくらませることは、「多文化共生」につい
て考え、行動することにもつながっていくのではな
いだろうか。そのことに、多少なりともこの演習が
役立っていたとしたら、「アジア文化演習」を担当
してきた教員の一人として、また異文化に関する教
育にたずさわる者としても、非常に喜ばしいことで
ある。
注
1）筆者は、松江キャンパスにおいて、異文化に関
する講義科目「文化人類学」「アジア研究」「世界
の女性と暮らし」を担当している。また、短期留
学生との交流を含む科目「アジア文化交流」の担
当でもある。
2）2014年度からは、「アジア文化演習」は、「アジ
ア文化演習A」へと科目名が変更になっている。
これは、島根大学の海外研修（中国・台湾）に参
加する科目「アジア文化演習Ｂ」ができたためで
ある。本稿の「アジア文化演習」は、本学開講の
「アジア文化演習Ａ」および以前の「アジア文化
演習」を指す。
3）本学のセントラルワシントン大学におけるサ
マープログラムについての詳細は、キッド2015と
小玉2015を参照のこと。
4）2016年度の研修については、諸事情により引率
を担当することができなかったが、事前準備と事
後学習の担当をした。
5）松江キャンパスには平成28年度現在、留学生が
在籍していない。しかし、留学生との交流ができ
る「アジア文化交流」、「観光フィールドトリッ
プ」などの科目、南ユタ大学学生の訪日にあわせ
て「英会話A」受講生との交流などの機会がある。
6）本稿で使用する学生の書いたレポート等につい
ては、学生に研究を目的とした使用と論文等の執
筆について事前に説明し、同意を得ている。ま
た、写真についても同様である。
7）参加者の中には、中国に関心があって参加する
が、韓国についてもあわせて知りたいという学
生、2泊しかしないが、韓国の方に興味があるた
めに参加する学生、中国語と韓国語を両方履修し
たため、両国に興味を持っていたために参加する
学生と、様々な参加者が含まれている。
8）ごく少数ではあるが、「アジア文化演習」の詳
細を理解しておらず、プログラムにない内容を志
望理由に書いてくる学生もみられる。例えば、現
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地の学生との交流等についてである。こうした場
合は、事前に担当者がその部分を指摘し、その内
容がなくても受講を希望するかどうかを確認する。
9）アンケートは、参加学生の参加後の感想や気づ
いたことを知ること、演習の改善を目的として実
施している。プログラム内容の良かったものベス
ト3を選ぶ項目は、数字で選ぶようになってい
る。それ以外は、自由記述欄である。なくしても
良いと思われる内容がもしあればその内容と理
由、他に行きたかった場所、他にしたかった経験
がある人は、それを書く欄がもうけられている。
また、2014年度は演習を良くするために気づいた
ことや改善点、2016年度は演習を振り返って、自
分がこう行動したらよかったと思うことがあれ
ば、それを記入するようになっている。
10）2016年度は引率者分もあるが、本稿は学生の分
析を対象とするため、合計数からは除外している。
11）同じ芸能鑑賞でも、京劇は雑技と比べると、好
みが分かれる。英語字幕、年によっては日本語の
イヤホン解説があったが、セリフが重要なため、
言葉が分からないと雑技よりも難しい。しかし、
中には最初から京劇が見たくて演習に参加した学
生、期待していなかったが、実際に見たら、とて
も楽しかったと話す学生もいた。
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